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◇高知ろう学校における想定震度は、６強で地震動の継続時間は３分とされてい
る。はわないと動くことができない、飛ばされることもあるなど行動が制限され
る。
　また、固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなるため、
転倒防止や高いところに物を置かないなど日頃から気を付けておくことが大切で
ある。
　正面玄関、南舎と北舎の渡り廊下、南舎3階にある作品・優勝杯やトロフィーを
陳列している化粧ケースは、ガラス等の破損が予想されるため離れて移動するこ
と。

   ◇一次避難場所：グランド及び　南校舎３階　図書室

　◇二次避難場所： （校舎の倒壊、グランドの状況により）
　　　　　　　　　図書室
　　　　　　　　　初月ふれあいセンター
　　　　　　　　　万々公園
　

◇震度6強で津波浸水予想は最大で、0.0～0.3ｍ、到達時間は、60分以上。津
波、洪水における悪条件が重なれば0.5～3.0ｍ未満の浸水が想定される。（本
校：海抜4m）
 土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域には非該当

１ 南海トラフ巨大地震の災害の特性

１）学校の地理的条件等に関する情報

2）災害想定

3）避難場所等
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２ 地震の際の連絡方法（電話「１７１」・携帯「災害用伝言板」・すぐーる等）

２）ＮＴＴ災害伝言ダイヤル「１７１」の利用

■幼児児童生徒が在校中に発生した場合、原則として保護者が迎えに来られるまで、学校で子どもをあずかる
ことになります。発生直後は、電話での学校との連絡や安否確認をとることが困難となることが考えられます。

保護者は、無理をせず道路の状況等、 安全が確認されてから迎えに来るようにしてください。

1)保護者からの連絡や迎え

学校にいるとき・通学途中・自宅にいるときなど、状況は異なっても、大地震の際は、家族や学校への安否確認で大勢の方が電話を利用するため、

電話が非常につながりにくくなることが予想されます。そのため、電話以外の方法も含め、複数の連絡方法を、日頃から考えておいてください。

学校との安否確認や、迎え、救護等、状況により保護者と学校で協力し合うことが必要となります。その際には、次のような方法を利用します。

■震度６弱以上の地震の発生後、幼児児童生徒の安否を確認したいときとき、 ＮＴＴの【災害伝言ダイヤル１７１】があります。学校や保護者が

録音した幼児児童生徒の安否情報を「１７１」をダイヤルすることによって確認することができます。

なお、この伝言は登録が１０件を超えると古いものから順に上書きされます。相互に確認でき合えるまで 何度か繰り返してください。

録音・再生時のダイヤル方法（録音時間：１伝言３０秒以内）

録音

するとき

再生
するとき

被災地内の自宅（学校）電話番号

１ ７ １ １

１ ７ １ ２
（携帯の番号は不可）

高知ろう学校へ幼児児童生徒の安否を尋ねる場合

１ ７ １ ２ ０ ８ ８ ８ ２ ３ １ ６ ４ ０

高知ろう学校電話番号

４）携帯電話「災害用伝言板」 docomo ・ au ・ ソフトバンク 等の利用

■震度６弱以上の地震など、大きな災害が発生した場合、「災害用伝言板」が立ち上がります。
■安否の状況（「無事です」「被害があります」「自宅にいます」「避難所にいます」）を選択したり、

メッセージを全角１００文字以内で登録できます。
■携帯電話やパソコンで確認できます。
■登録が１０件（ソフトバンクは８０件）を超えると古いものから順に上書きされますので、ご注意ください。

録音

するとき

※注意（ダイヤル「１７１」利用時）
固定式電話のみ可能

再生

するとき固定式電話及び携帯電話可能

５）NTT災害用ブロードバンド伝言板（インターネット）の利用

■震度６弱以上の地震発生時に、スマートフォン、携帯専用Webサイト、パソコンからインターネットで、電話番号ごとに伝言を登録できる、

「災害用ブロードバンド伝言板（web１７１）」が立ち上がります。安否の状況（「無事です」「被害があります」「自宅にいます」

「避難所にいます」）を選択したり、メッセージを全角１００文字以内で登録できます。

■登録が２０件を超えると古いものから順に上書きされますので、ご注意ください。

■震度６弱以上の地震の発生時に立ち上がる、つながり易いパケット通信を利用した音声メッセージサービスです。

■docomo、au、ソフトバンク等と音声生メッセージのやりとりが可能です。

自分の安否情報を音声メッセージで登録し、登録した安否情報は、携帯電話番号で指定した相手に届けることができます。

なお、２０件を超えるメッセージは上書きされますので、返事が返ってくるまで何度か繰り返してください。

3) 携帯電話「災害用音声お届けサービス」 docomo・au・ソフトバンク等 の利用
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○揺れがおさまった直後に負傷の程度をできるかぎり的確に判断する。
○指定された避難経路や別の経路を使って、避難させる。
○幼児児童生徒、教職員の安否及び各階の被災状況（避難しながら目に付いた
こと）を本部に知らせる。
○ケガ人等の発生の場合、救護対策班との連携。

●被害状況チェックリスト

○高知市と連携し、対応を協議する。
　（原則は学校関係者以外の避難者は高知市が対応する）

【高知市職員で対応できない場合】
○避難者の受付をし、名簿の作成や避難生活の状況を把握する。
○ゴミが衛生的に適切に処理されているか確認する。
○必要に応じて、配布するための食料・水・配給物を集める。
○避難所の統合・廃止を計画する。

○応急手当を行う。
○医療の援助が必要かを決める。医療機関への連絡。
○負傷や応急手当の記録をとる。
○残存医薬品のチェックを行う。

●応急手当の備品　　●健康カード　　●担架　　●毛布　　●水

○被害状況を把握する（敷地内の施設・設備の状況確認）。
○施設等の被害の程度を調査し、本部に報告する。
○負傷者の救出。行方不明者の捜索。
○初期消火を行う。○安全点検を行う。

●消火器　 ●ヘルメット　 ●手袋　　●道具セット　 ●被害状況チェックリスト

○引き渡し場所を指定する。
○保護者や後見人が到着しだい、幼児児童生徒を引き渡す作業を開始する。
○保護者等の身元確認を行う。

●幼児児童生徒引き渡しカード(保健室）

○校舎の被害状況に応じ、二次避難場所・応急対策の決定など、幼児児童生徒、教職員の
安全確保に努める。
○各班との連携のもと、被災状況等の把握を行うとともに、教育委員会事務局等との連絡
にあたる。
○全ての幼児児童生徒や教職員に、今後の避難対応等を説明する。
○すぐーる、WEB１７１等の運用。
○非常持ち出し書類、防災用品（備蓄品）・用具などの確認・管理
○地元避難住民の受け入れの対応（体育館）
○記録日誌をつける。
●緊急プラン　　●設備図面　　●ラジオ　　●ハンドマイク　　●懐中電灯
●電池　●緊急活動日誌　　●トランシーバー　　●携帯電話

○児童生徒等の安全を確保し、児童生徒等への的確な指示。
　（押さない、走らない、しゃべらない、戻らない等）
○児童生徒等の負傷の有無、負傷の程度、避難時の安全性の確認。
○二次災害の防止活動。
○学級担任または副担任は、担当クラスの人員点呼をとり、負傷者および行方
不明者を主事（状況により管理職）に報告。

(

３ 学校災害対策本部の組織図

本部長（校長）
総括本部

避難誘導

安否確認班
救護対策班

救出班

引き渡し班

避難所支援班

(必要に応じて)

児童生徒等対応班

【在校中】



配備体制 配備基準（例） 参集体制

第１配備

警戒体制

管理職を含め、校長が指定する教職員を配備
【校長・教頭・事務長・学校安全担当・ICT担当・
　寮務主任・各学部主事・副主事】

原則として全ての教職員を配備

※勤務校への参集が不可能な場合は、最寄りの学校等の参
集場所へ
※状況により、校長の判断ですぐーるを使って参集の
有無を連絡

南海トラフ地震臨時情報
（調査中）が発表

管理職【校長、教頭、事務長】が情報の確認（自宅待機）
〈すぐーるアンケート機能で幼児・児童・生徒・教職員の状況確
認〉

第４配備

厳重警戒体制

必要に応じ

災害対策本部設置

第４配備

学校等災害対策本部設置
※教職員は発令中連絡が取れるようにしておくこと

※勤務校への参集が不可能な場合は、最寄りの学校等の参集場所
へ

6

休日・夜間（勤務時間外）の震災時における参集体制

震度４の地震が発生

第２配備
厳重警戒体制

必要に応じ
災害対策本部設置

震度５弱の地震が
発生

※上記以外の教職員については、別紙「参集計画」の
１～20の教職員も含む
※状況により、校長の判断ですぐーるを使って参集の
有無を連絡

管理職を含め、校長が指定する教職員を配備
【校長・教頭・事務長・学校安全担当・ICT担当・
　寮務主任・各学部主事・副主事】

第３配備

学校等災害対策本部
設置

震度５強の地震が
発生

南海トラフ地震臨時情報

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）が発表

南海トラフ地震臨時
情報（巨大地震警戒）が
発表

管理職を含め、校長が指定する教職員を配備
【校長・教頭・事務長・学校安全担当・ICT担当・
　寮務主任・各学部主事・副主事】
※夜間について、管理職等１名以上が学校待機（24時間連絡が
取れるようにする）

※教職員は発令中連絡が取れるようにしておくこと

原則として全ての教職員を配備
※夜間について管理職等１名以上が学校待機（24時間連絡が取
れるようにする）

教職員及び家族の安全を確保した後、安否等について、安否確認
メール又はすぐーる、171・web171（災害用伝言ダイヤル）で連
絡する
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掲載しておりません
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管理職
管理職 管理職

【図書室】

9

 　  保護者へ連絡

避難所運営への支援・学校再開への準備

 【その場で】　

　　　　　　　　　　　（　揺　れ　が　お　さ　ま　る）

建物やグランドの倒壊状況等により臨機応変に行動する

一次避難【グランド】

安全確認・避難誘導

(液状化･建物の倒壊や津波等
でグランド等が危険な時)
二次避難
【図書室・初月ふれあいセン
ター等】

４ 地震発生時の基本的対応・・・・・・・・・・・・・・・・・【在校中】

地震発生

安全確保

安全確認

避難誘導

保護者への

引き渡し

管理職 幼児児童生徒教職員

・机の下へ潜り、机の脚を持つ
・耐震姿勢の確保・保時
（防災頭巾・ヘルメットの着用）

・人数と安否の確認

・負傷者確認と応急処置

・病院等の医療機関との

連携

・幼児児童生徒の不安の緩和

・状況により二次避難

・県教育委員会への連絡

特別支援教育課８２１－４７４１

FAX８２１－４５４７

・高知市地震対策本部等との対応

高知市防災対策部８２３－９０４０

FAX８２３－９００８

・必要に応じて避難所支援班を設置

・施設の被害状況調査

・安全確認、危険個所

の立入禁止措置

・幼児児童生徒生活支援班、

避難所支援班の立ち上げ

・保護者への安否連絡の開始

を保護者連絡班に指示

・引き渡しカードにより引き渡す

・保護者と連絡のつかない幼児

児童生徒への生活支援開始

・帰宅を希望する職員への対応

※大津波警報中は待機

・保護者とともに帰宅する

※大津波警報中は待機

・保護者と連絡がつか ない

場合は学校で生活支援

学校災害対策本部設置

耐震姿勢の指示

・校内放送

緊急地震速報

・校長室、職員室、事務室での待機

・耐震姿勢の確保

全校避難の指示

・校内放送（通電時）

・ハンドマイク等（停電時）

・冷静で敏速な指示
・場所の安全確認

・耐震姿勢の保持

・机の下へもぐらせ、机の足を

しっかり保持させる

・落下物を避ける場所の確認

・頭部の保護を確認

・揺れている間、子どもを励ま

す

・火災などの二次災害の防止

安全な避難誘導の確認

その後、分担し

・非常持ち出し物の確認

・安全点検・消火班への指示

１００秒程度揺れる場合は南海トラフ巨大地震発生

被害状況確認

支援の必要な

児童：担任が

大声で支援で

きる教員を招

集。避難シー

トで東階段か

ら運動場へ

（マニュアル

参照）

（授業中）

・授業者が児童生徒等を避難誘導

・トイレ・教室・体育館に児童生徒等が残っ

ていないか確認

（休み時間・清掃活動中）

・近くにいる職員が避難誘導

・校舎内に児童生徒等が残っていないか確認

・避難場所

一次避難場所：運動場、

図書室

二次避難場所：図書室、

初月ふれあいセンター

８７２－５５２７
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教職員が引率し校外で活動している場合（遠足・部活動の大会、
校外での部活動、修学旅行など

11

５ 地震発生時の基本的対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・【校外での活動時】

地震発生

安全確保

避難誘導

学校等への連絡

管理職 児童生徒等教職員

・揺れが収まったら、情報収集しながら
安全な場所へ避難の指示

・ラジオ等による情報収集
・児童生徒等へ不安を取り除く声かけ
・安否確認と負傷者への応急処置

・姿勢を低くし、頭部・上半身を保護する。

・安全な場所へ避難する

への対応

・学校への状況報告

・校長からの指示を受ける

・倒壊物、落下物への注意・指示

・乗り物に乗車中は、乗務員の指示に従う。

・施設利用時は、係員の指示に従う

・声をかけて安心させる。

・その地域の避難場所等必要な情報の収集

・事前の情報収集（市町村のホームページ）

・学校・家庭等への連絡方法の確認

・乗り物に乗車中は、乗務

員の指示に従う。

・施設利用時は、係員の指

示に従う。

・山間部では、平地へゆっく

り移動する

・状況に応じて地域の方に助

けを求める

・一人で避難できない児童生徒等は、

教職員がペアになり避難させる。

津波発生！

・学校等は保護者へ状況を連絡する

ヘルプカードの携帯
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６ 地震発生時の基本的対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・【登下校中】

地震発生

安全確保

避難

管理職 児童生徒等教職員

・姿勢を低くし、頭部・上半身を保護する。

・建物、ブロック塀、窓ガラス、自動販売機等から離れる。

への対応

・揺れがおさまったら、近くの公園

等に避難する。

・津波の危険性がある地域では、今

いる場所から高い場所へ避難する。

・津波警報が出た場合、解除される

まで避難場所を動かない。

津波発生！

ヘルプカードの携帯

校内にいる教職員

・自身の安全確保

・近くにいる児童生徒等

に指示

校外にいる教職員

・自身の安全確保

校内にいる教職員

・校内にいる児童生徒等

の安全確認等(在校時

の対応を基本とする）

・可能な限り学校近辺や

通学路等を巡回し児童

生徒等の安否確認、避

難誘導を行う。

・送迎中の保護者等へ安

否確認を行う。

校内巡視
通学路巡視

津波警報解除

児童生徒等の安否確認
児童生徒等の情
報の収集

校内にいる教職員

・児童生徒等の避難場所

の確認を行う。

校外にいる教職員

・原則学校へ参集

・避難した場所での情報

収集

・学校へ状況を連絡

・避難後、学校、自宅、地域の避難

所の近い方へ移動する。

・学校へ安否確認の連絡を行う。

家庭への引き渡し
・保護した児童生徒等の

過程への連絡

・家庭と連絡が取れない

場合は学校で保護

関係機関への報告
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避難所運営への支援・学校再開への準備

※　地震発生直後の通勤は、自家用車の使用を控える。

       参集した教職員により役割分担を行い行動開始

学校災害対策本部設置

７ 地震発生時等の基本的対応・・・・・・・・・・・・・・・・【在宅中】

地震発生等

被害状況報告

被害状況把握

学校へ参集教
職
員
の
安
否
確
認

学
校
の
被
害
状
況
の
把
握

幼
児
児
童
生
徒
・家
族
の
安
否
確
認・地震規模、余震情報、二次災害等の情報を収集

・安全確認、危険個所の立入禁止措置
・県教育委員会に被害状況報告

（特に人的被害については速やかに）

・高知市防災本部等の外部との対応

できるだけ早く

安否を学校に連絡する

管理職 幼児児童生徒教職員

家庭においても、日頃より、大地震に備え、発生時の心構え・家族の話し合い・住まいの耐震補強・災害用非常袋の準備等を行っておく。

１ １００秒間以上続く強い揺れに対し、耐震姿勢を保持し、落下物等から頭部を守る。
２ むやみに建物の外に飛び出すのではなく、周囲の安全を確認し、行動する。

３ 揺れが収まった後、海岸近くなどの浸水予想地域の場合は、大津波の襲来に備え、
速やかに高台への避難を開始する。

４ 南海トラフ地震臨時情報 （巨大地震注意又は巨大地震警戒）が発表された場合は、
全教職員の参集を基本とする。

日頃からの準備

終息後、地震被害の状況により、次のような配備に従い、活動を開始する。

保護者連絡班、

幼児児童生徒生活支援班、

避難所支援班等を中心とした

活動の実施

各地元の避難所生活に

おいて不適応を生じた

幼児児童生徒の支援・受入

↓

・幼児児童生徒生活支援班

・寄宿舎機能の早期復旧

・厨房機能の早期復旧

避
難
所
の
運
営
補
助

通
常
配
備

管理職を含め、所属職員のうちの

各学部主事、学級担任及び

寮務主任を配備し、

主として情報の収集・伝達、

災害応急対策などにあたる

※配備員については、

特休１２－（１）～（３）以外の者

は、参集のこと

原則として勤務可能な所属人員の全員を

配備し、災害応急対策に万全を期してあ

たる体制

※学校災害対策本部の指示に従い特別勤

務時間での全員対応

※災害のため物理的に通勤不可能な者に

ついては、最寄りの学校等で情報収集

緊
急
配
備

・震度5強以上の地震を観測するか、

震度５弱以下の地震であっても

該当地域に大規模の被害が生じたとき

※被害の有無を県教委に報告

・震度５弱の地震を観測するか、

震度４以下の地震であっても

該当地域に中・小規模の被害が生

じたとき

※被害の有無を県教委に報告
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保護者へ連絡

避難所運営への支援・寄宿舎再開への準備

８ 地震発生時の基本的対応・・・・・・・・・・・・・【寄宿舎】

地震発生

指導員
緊急地震速報

１００秒程度揺れる場合は南海トラフ巨大地震発生

管理員

不在時は

寮務主任

寄宿舎生管 理 員

安全確認

避難誘導

保護者への

引き渡し

南海トラフ巨大地震発生時

被害状況把握

連絡・報告

一次避難【 北校舎 3階 】

・耐震姿勢の確保・保持

・机や布団、ヘルメットで頭部を保護

・落下物から身を守る

・冷静で敏速な指示

・舎生の安全確保

・落下物を避ける場所の確認

・耐震姿勢の確保・保持

・机や布団、ヘルメット等で頭部を保護

・安全点検（火災・ガス）

・出火時は初期消火

・指導員と連携して避難誘導

・非常持出袋

・靴をはく

・舎生の安否の確認

・娯楽室前に誘導

・非常持ち出し物の確認

集合場所【娯楽室前廊下および寄宿舎中庭】

建物やグランドの倒壊状況等により臨機応変に行動する

（揺れがおさまる）

・人数と安否の確認

・負傷者確認と応急処置

・一次避難場所までの安全確認

一次避難場所までの安全確認

（トランシーバーを使用）

寮務主任・管理職に連絡

管理職

教職員 ・学校へ参集、状況確認

学校へ参集
・施設の被害状況調査

・安全の確認、危険箇所

の立入禁止措置

・学校に到着した教職員に指示

・県教育委員会への連絡

・保護者への安否連絡を開始

・高知市地震対策本部等との対応

・引き渡しカードにより引き渡す

・連絡のつかない幼児児童生徒への

生活支援開始

・保護者とともに帰宅する

※大津波警報中は待機

・保護者と連絡がつかない

場合は学校で生活支援

学校災害対策本部設置

【その場で】安全確保

二次避難（状況に応じて）

【 図書室・初月ふれあいセンター等】
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９ 寄宿舎での対応策
１)生活必需品の備蓄 （学校用備蓄と兼用）

娯楽室前廊下へ集合し、状況に応じて一次避難・二次避難をする

(鍵：南舎北渡り廊下入口、北舎中央北口)

※いずれの場所も、事前に落下物の確認・余震への対応後、移動する

２)集合・避難場所の確認

３）各部屋の安全確認

■ 落下物、転倒防止対策（棚、ロッカー類の固定）
■ 夜間はカーテンを閉め、ガラスの散乱を防ぐ
■ ヘルメット・避難用履物・非常持ち出し袋の準備

4)避難訓練の実施

■ 様々な状況を想定をして実施
■ 定期的に実施
■ 夜間の実施

５)寄宿舎における防災組織づくり

■ 災害時の緊急連絡網の作成（教職員間）

■ 非常持ち出し袋に舎生名簿・家庭連絡先をまとめた書類を入れる

■ 指導員への救命救急講習

■食料と水・・・県からの配分（幼児児童生徒・教職員数×５日分の食料と水の備蓄）

※学校（南舎４階）の備蓄倉庫

■毛布、懐中電灯（手回し充電・ラジオ付）、ランタン、ガス式発電機＆ガスボンベ、

簡易トイレ用品、拡声器、トランシーバー
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　下校等の判断

　　・帰宅か保護か

・連絡の努力

・児童生徒の心のケア

１０ 幼児児童生徒の保護者への引き渡し
管理職 教職員 保護者

被害状況把握

学校災害対策本部（保護者連絡班）

校区の状況把握

保護者への連絡

引き渡しの実施

保護の継続

（連絡がつかない場合）

情報提供

電話、すぐーる等による連絡

引き取りに学校へ

・施設の被害状況調査

・安全確認、危険個所

の立入禁止措置

・通学路とその周辺の

被害状況

・交通機関

・あらかじめ定めた連

絡方法で時間、場所

等を知らせる

・保護者不在の幼児児童

生徒への配慮

・伝言ダイヤル

「１７１」の利用

・引き渡しカードによる確認

（教職員・保護者双方の署名）

・連絡の努力

・幼児児童生徒の心のケア

引き渡し等の判断

・災害に対する情報提

供を行いながら引き渡さ

ずに、保護者と共に学

校にとどまることも検討

する。

・家庭の状況により、保

護者等の帰宅が困難に

なるような家庭について

は、学校にとどめること

を確認しておく。

★震度４以下→下校

震度５弱以上→

学校待機のうえ保護者

へ引き渡し



幼児児童生徒
氏　　　　名

血
液
型

性
別

男
・
女

学
部

学
年

住　　　　所
担
任

保  護  者  名

兄  弟  姉  妹
の在籍

固定

携帯

固定

携帯

固定

携帯

地域での
避難場所

幼児児童生徒
の安否

引き渡し後の
避  難  場  所
　(連絡先）

引き取り者

引き渡し日時

17  保健室保管

幼児児童生徒引き渡し・緊急時連絡カード

本人署名
幼児児童生徒

との関係

月　　日（　　）　　　時　　分　
引き渡し
教職員名

■地域での避難場所

（例：〇〇小学校）

【下記の項目は災害時に記入します】

無事　・　負傷　・　不明
・　死亡
　
負傷の程度（　　　　　　　）

保護者
との連絡

　　　①済　み

　　　②電話はかかるが
　　　　でない

　　　③電話不通

■緊急時の連絡先および引き取り者（保護者以外）

氏　　名
幼児児童生徒

との関係
（　　　　）

電話

氏　　名
幼児児童生徒

との関係
（　　　　）

電
話

■緊急時の連絡先および引き取り者（保護者）
　※固定電話の番号は、災害伝言ダイヤル「１７１」で安否を録音する場合の電話番号

氏　　名
幼児児童生徒

との関係
（　　　　）

電
話

（　有　・　無　） 学部・学年（　　　）氏名（　　　　　　　　　　）

【保護者でご記入ください】

幼・小
中・高

   　年　 組

幼児児童生徒
との関係

秘
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１1 災害発生から学校再開に向けた対応

災害の発生 ●緊急連絡網により、教職員の被災状況や出勤の可否について把握する

●教職員は自己や家族の安全を確保した後、状況に応じてすみやかに学校へ集合する

●状況に応じて臨時休校等の措置をとるとともに、教育委員会や保護者に連絡する学校へ参集
主な留意点

●教職員自身または家族の被災等のため配備につくことができないときは、直ちにその

旨を校長に連絡する

●週休日や長期休業中等に、居住地の周辺で被害が発生し、自主防災組織等による人命

救助活動等が行われているときは、その旨を校長に連絡し、これに参加する

●居住地の周辺及び勤務校等に赴く途上の地域の被害状況等に注視し、随時、校長又は

市町村の災害対策本部に連絡する

学校災害対策本部の設置

第一次被害状況の調査
（電話連絡、家庭訪問等による）

教職員の被災調査
●教職員及びその家族の安否確認（避難先を確認し、一覧表にする）

●教職員の住居の被害状況

●幼児児童生徒及びその家族の安否確認（避難先を把握し、一覧表にする）

●幼児児童生徒の住居の被害状況幼児児童生徒の被災調査

施設等の被害調査
●施設等・設備の被害状況（被害状況をできるだけ写真に）

●ライフラインの被害状況

●避難所として使用可能な施設

●学校周辺や通学路等の被害状況

防災担当部局や地域との連携
教育委員会への被害状況の報告

教育委員会等との協議調整

●施設等・設備の安全性の確保

●ライフラインの確保

●学習場所の確保

●通学路の安全確保

●教科書、学用品等の確保

●被災幼児児童生徒の心のケア

●学校施設の開放や仮設トイレの設置など避難所運営に関すること

第二次被害状況の調査
（臨時登校や家庭訪問等による）

●幼児児童生徒の被災状況

●被災幼児児童生徒の避難先等の把握

●教科書・学用品の必要数

教育委員会への報告
教育委員会等との協議調整

学 校 再 開
応急教育の実施
平常教育の実施

●授業形態の工夫（短縮授業・分散授業・・・等）

●仮設教室等の確保

●被災幼児児童生徒への就学援助等

●被災幼児児童生徒及び教職員の心のケア対策

●教職員の支援体制

●貯水槽の水質検査・学校給食の再開時期・方法

●授業再開時期
●避難所支援班の解消（開設状況による）



19

12 避難所としての学校の対応

災害の発生 市町村の防災担当部局の職員参集

●本部は第１会議室等に設置

●避難所支援班の構成人数及び役割分担の決定

●地域の自主防災組織や市町村防災担当部局の職員等との協力体制の確立

●学校医・地域の医師会との連携

●ボランティアの受入準備
学校災害対策本部の設置

避難所支援班の設置
施設等開放区域の明示

●避難所使用のマナーと一般的注意の徹底

●担当者による誘導（高齢者、障害者、乳児の母親等の優先）

●自家用車は原則乗り入れ禁止

救援物資の調達配給

衛生環境の整備

●運営本部長、副本部長との連携

●班編成、班長会議についての助言

●避難所生活の基本的ルールについての助言避難所運営組織づくりの支援

ボランティアの受け入れ
●使用可能な調理道具や調理可能な場所の提供

●献立、衛生管理等についての助言

●開放できる区域の明示

（校長室、職員室、事務室、保健室等の管理運営上必要な場所は開放しない）

●高齢者や障害者などへの優先的配慮

●事前に決めておいた優先順位にしたがって施設等を開放

●立入禁止区域の明示

●緊急車両やヘリコプターの発着スペースの確保

避 難 者 誘 導
●配給時におけるトラブルの回避

●食料、医療物資等の市町村災害対策本部への要請

●高齢者、障害者等や非常持出品のない家庭の優先

●食事、救援物資の配給経路の把握

●仮設トイレの設置

●ゴミの集積場所の管理

●食中毒や伝染病等、衛生面への配慮

仮設テントの設置
●緊急車両の進入の妨げとならない場所

●専門ボランティアにコーディネートを依頼

●活動拠点の設置

●災害ボランティアセンター等との連携

炊き出しへの協力
避難者の名簿づくり

情 報 連 絡 活 動
自主防災組織への移行

●原則として入所時に記入（氏名、性別、年齢、住所等）

●すみやかな名簿の作成と更新

●避難者用緊急電話の設置依頼

●メディアを活用した情報収集

●日本語が分からない外国人のための案内看板等

●避難所運営が避難住民の自治組織に移行した後は、教職員は側面からの

支援を行う



特別支援教育課長　様
（Fax 088-821-4547)

高知県立高知ろう学校長

教職員 幼児児童生徒 校舎 寄宿舎 体育館 その他

死亡者数

重傷者数

軽傷者数

大破×　中破△　小破○
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在籍教員数
（期限付講師含）

　　　　　　　　　　　　　　　名 参集教職員数
（期限付講師含）

　　　　　　　　　　名

報告日 令和　　　年　　　月　　　日 午前・午後　　　　時　　　　分　現在

在籍幼児児童生徒数　　　　　　　　　　　　　　　名 欠席幼児児童生徒数　　　　　　　　　　名

学校名 高知県立高知ろう学校 学校所属コード　　３２０３０３

被害の有無　　　あり　・　なし　　（被害ありの場合は、下記の欄に記入する）

被
害
状
況

被
害
施
設
状
況

報告者氏名（役職）

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 書

地震発生時における被害状況等の報告



特別支援教育課長　様
（ＦＡＸ　０８８－８２１－４５４７）

　　　高知県立高知ろう学校長

幼児児童生徒及び教職員の被災状況

在籍数 被害なし 死　者 行方不明 重傷 軽傷 負傷不明

幼児児童生徒の保護者への引渡し状況

臨時休校の決定

建物のおおきな被害状況（建物名、被害箇所、被害程度（全壊、半壊、一部破損等）

ライフラインの被害状況

プールの被害状況
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幼児児童生徒

教職員

特記事項（死亡者名等）

高知県立高知ろう学校 学校所属コード　３２０３０３ 記入者氏名

令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　午前・午後　　　　　　時　　　　　　分　現在

　保護者に引渡しが済んでいる幼児児童生徒 名

　学校で保護している幼児児童生徒 名

建物名 被害状況（簡潔に）

　その他 名

未　・　済 期　　間 年　　　月　（　　）　～　　　　年　　　月　　　日（　　）

電気 使用　　可　・　不可 被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用　　可　・　不可

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用　　可　・　不可

使用　　可　・　不可

ガス

水道

電話

その他

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用　　可　・　不可

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　すべて使用可能

　　　一部使用可能（　　　　　　　　箇所）

　　　使用不可能

連絡事項（被害の概要、火災の有無）

プール水漏れ 有　・　無 地域住民避難者数

被害状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）トイレの使用の可否

大震災による被害状況詳細報告ＦＡＸ


